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News Release 
 

     2023 年 12 月 7 日 

DRONE FUND 株式会社 

 

DRONE FUND が、 

日本初の大規模なベンチャーキャピタル集積拠点である 

麻布台ヒルズ「TOKYO VENTURE CAPITAL HUB」へ移転 
 
DRONE FUND 株式会社（本社：東京都渋谷区、代表：千葉 功太郎、大前 創希、以下：DRONE 

FUND）は、日本初の大規模なベンチャーキャピタル集積拠点である麻布台ヒルズ内「TOKYO 

VENTURE CAPITAL HUB」内への移転を決定しました。新オフィスの営業開始は、2023 年 12 月

18 日（月）を予定しております。 

 

 
 

【今回の移転について】 

DRONE FUND は、ドローンやフィールドロボットが当たり前のように社会に溶け込んでいる世界、

「ドローン・エアモビリティ前提社会」の実現に取り組んでおります。昨年 12 月には、日本国内で

無人航空機のレベル 4 飛行（有人地帯における補助者なし目視外飛行）が解禁されるなど、ドロ

ーン・エアモビリティは実用化のフェーズに入りつつあります。 

 

そのようななか、投資先スタートアップのさらなる成長を実現するためには、業種・業態を超えた連

携機会の創出が重要となります。これまでも DRONE FUND は、行政機関、事業会社、そして投資

先スタートアップとの連携によるエコシステム形成に取り組んでまいりました。国内最大規模の

VC の集積拠点である「TOKYO VENTURE CAPITAL HUB」への移転を通じて、多くの VC や CVC

の皆様にドローン・エアモビリティ産業への興味・関心を持っていただく機会を提供し、エコシステ

ムの「ハブ」としての役割を更に強化していきたいと考えております。具体的には、投資先 CEO を

対象とする経営合宿である DRONE FUND道場合宿などのイベント開催を通じて、エコシステムへ

の貢献に取り組んでいきます。 

 

新オフィスは、「under construction - 半建築 -」をコンセプトとしており、まだ発展途上で未完成

である「過去〜現在」を乗り越え、その先の明るく楽しい「未来」を共に創っていくという思いを込め

てデザインしております。新オフィスには、デザイナーの yamakitakumi 氏が作成した「2050 年のド

ローン・エアモビリティ前提社会」をイメージしたイラストを展示し、DRONE FUND の目指す世界観

を表現しています。 
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■ 新オフィスの内装（イメージ） 

 
■ 移転概要 

１．新住所 

〒105-0001 

東京都港区虎ノ門五丁目９番１号 麻布台ヒルズガーデンプラザ B 4F 

 

２．営業開始日 

2023 年 12 月 18 日（月） 

 

３. 新オフィスのインテリアデザイン 

株式会社ディー・サイン 

サイト： https://design-inc.co.jp/ 

 

■DRONE FUND 概要 

DRONE FUND は、「ドローン・エアモビリティ前提社会」を目指し、ドローン・エアモビリティ関連の

スタートアップ投資に特化したベンチャーキャピタルです。1号・2号・3号ファンドを通じて、国内外

の合計 70 社以上のポートフォリオを形成しています。3号ファンドでは、ドローン・エアモビリティ

およびその社会実装に資するスタートアップへの投資活動を幅広く展開してまいります。 

 

• 会社名： DRONE FUND 株式会社 

• 代表パートナー： 千葉 功太郎、大前 創希 

• 所在地： 東京都渋谷区恵比寿三丁目 3番 6号 

• 設立： 2017 年 6月 

• 事業内容： ドローン・エアモビリティ関連スタートアップへの投資及び協業支援 

• ウェブサイト： http://dronefund.vc 

 

【本件に関する報道関係者様からのお問い合わせ先】 

DRONE FUND 広報担当： pr@dronefund.vc 


